自施設実習計画書愛媛県認知症介護実践者研修実習用シート①
課題設定

	所属事業所名
	
	受講者氏名
	


　　　
	実習の目的
	講義・演習で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明らかにするためのアセスメントができる。アセスメントの内容をもとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケアの実践に関する計画やケアの実践を展開できる。
認知症の人の“生活の質の向上”に寄与する計画を立て、それに基づいた実践及び詳細な記録と評価を行う。



	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	１週目
	・再アセスメント（シート③-1～5を完成させる）
・課題設定で考えた背景要因、課題（ニーズ）について、アセスメント結果をもとに再検討してシート④の精度を高める
	・実践計画の内容、実施方法を上司、職員に説明し助言を得る。
・必要に応じて方法の再検討を行う
・実践計画書を完成させる（シート④）
	・実習5日目終了時に講師の確認を得る
・上司の評価を得る
（シート⑧：講師への提出は実習終了時）

	２週目
	・実践計画書（シート④）に基づいて実践する　・取り組み内容と経過 報告書（シート⑤）を完成させる
・他の職員の協力を得ながら、取り組み中の利用者の言葉や思いを記録する。
・実践して良かった点、改善が必要な点、３週目に意識すること、気を付けることなどを振り返る。
	・実習5日目終了時に講師の確認を得る

	３週目
	・実践計画書（シート④）に基づいて実践する　・取り組み内容と経過 報告書（シート⑥）を完成させる
・他の職員の協力を得ながら、実践した際の利用者の言葉や思いを記録する
・実践して良かった点、改善が必要な点、計画の改善が必要な点などを考える
	・上司の評価を得る
（シート⑧：講師への提出は実習終了時）

	４週目
	・実践計画の評価、報告書（シート⑦）を完成させる
　計画通りに実施できたか、計画に示された課題が解決したか？（シート②の内容）、実習を通して利用者の姿がどのように変化したか、職員の利用者（認知症の人）への対応に関しての変化や気づきを考える
	・実習5日目終了時に講師の確認を得る
・上司の評価を得る
（シート⑧：講師に提出する）



	実習の目標
（受講生自身が達成する目標）
	



